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2017～2018年度 テーマ ROTARY: MAKING A DIFFERENCE　̶ ロータリー：変化をもたらす ̶
2017～2018年度 R.I.会長 イアン Ｈ.Ｓ.ライズリー （豪州国ビクトリア州　SandringhamRC）
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Club of Sasebo

ム教徒とキリスト教徒の友情と相互理解を進
め、互いの偏見を解消するためのプログラム
を実施しています。
　ドイツのアルデンブルグRCでは、難民が地
域社会に馴染めるように、難民に対する知識
を深め、就職の援助を行っています。
　岐阜県の可茂RCでは、人道主義を啓蒙する
ために、第二次世界大戦中に独断でビザを発
行し避難民を救った「杉原千畝」に関する演
劇に地元の小中学生を招待しました。
　紛争予防 ･解決というテーマは、日本では
直接的に取り組むのが難しいテーマだと思い
ます。しかしながら近隣諸国との「紛争の種」
が全くないとは言えない現状を考えると、私
たちが意識しなければならないことは、我が
国を取り巻く現状を正しく認識する事だと思
います。このことは先日名誉会員である中澤
団長がお話しされたように、ロータリアンで
あるか否かにかかわらず、国民として佐世保
市民としての責務であると考えますが如何で
しょうか。

〔理事会報告〕
１．長寿祝賀会の決算について【承認】
２．�観桜例会計画書、予算案について【承認】
３．3月例会プログラムについて【承認】
４．�ロータリー奉仕プロジェクト事業計画につ
いて【協議】

５．職場訪問について【協議】

◯国歌「君が代」
◯ロータリーソング「それでこそロータリー」

	 会長　富永　雅弘
　2月はロータリー月間の「平
和と紛争予防／紛争解決月間」
です。これは1914年に当時の
全米RC事務総長であった、チ
ィスペリー事務総長が「国際機
関として国際平和と親善をロー
タリーの使命としよう、あらゆる機関･団体を
親睦の輪に引き入れ、為政者が再び戦争をし
ようとする前にためらい躊躇するように、真
剣で圧倒的な世論を生み出そう」という論説
をロータリーの雑誌に投稿したのが最初の動
きです。当時は、第一次世界大戦が起こり世
界中が混乱していた時代でした。
　その後も世界恐慌や第二次世界大戦を経て
ますます世界平和への願いは切実なものにな
っていますが、残念ながら現実の世界はその
願いが叶う方向に向かっているとは言えない
状況ではないでしょうか。2012-13年度の日
本人としては3人目である田中作次RI会長
は、テーマを「奉仕を通じて平和を」として、
「ロータリー世界平和フォーラム」をベルリン･
ホノルル･広島で開催しました。
　ロータリーは、毎年、世界各地の大学に設
置された「ロータリー平和センター」で、平
和と紛争解決の専門能力開発に関する奨学金
を提供しています。この制度の修了生は各国
の政府や国連機関、国際司法裁判所などに就
職し、世界平和の構築の第一線で活躍してい
ます。また、世界各地のロータリークラブでも
平和活動に取り組んでいます。
　RI第5700地区では、キプロスに住むイスラ
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　　2018年4月から奨学生13名
　　締め切り日：2月20日㈫

４．第2740地区ガバナーエレクト
	  福田　金治さん
　　PETS実行委員長	 宮原　明夫さん

（ホスト：佐世保北RC）
　会長エレクト研修セミナー開催のご案内
　　日時／2018年3月18日㈰
　　　　　登　　録 13:00〜14:00
　　　　　セミナー 14:00〜16:30
　　　　　懇 親 会 16:40〜18:00
　　会場／ホテルオークラJRハウステンボス

５．第2740地区ガバナー事務所
　2740地区ホームページ更新のお知らせ

６．佐世保南ロータリークラブ
	 　実行委員長　小川　　信さん
	 競技委員長　中村　文昭さん
　佐世保市内8RC親睦ゴルフ大会ご案内
　　日時／平成30年4月22日㈰
　　　　　8:59アウト、イン同時スタート
　　場所／佐世保カントリー倶楽部
　　　　　石盛岳ゴルフコース
　　参加費／会員（名誉会員とも）10,000円
　　プレー費は別途各自でお支払いください。
　　　　　　パーティーのみ参加　6,000円
　　懇親会／4月22日㈰　18:30〜
　　　　　　セントラルホテル佐世保1F
　　締め切り日／4月6日㈮

７．西海学園高等学校	 校長 森　由刈さん
　卒業証書授与式のご案内
　　日時／平成30年3月1日㈭　11:00
　　会場／本校記念ホール

■補助金委員会	 委員長　黒木　政純
RI第2740地区 2017〜2018年度
補助金管理セミナー 研修報告
　2月4日㈰にガーデンテラス佐
賀で開催された「補助金管理セ
ミナー」に参加しましたので、
報告いたします。
　参加者はクラブから古賀 巖会長エレクト、

◯ゲスト
　日本生命 長崎代理店
　担当営業課長	 真島　義行様
◯ビジター
　長崎RC	 壹岐　　正さん
　長崎西RC	 西　　義光さん
◯例会風景

　

	 幹事　坂元　　崇
１．国際ロータリー日本事務局業務推進･資料室
　①�平和と紛争予防／紛争解決月間　リソース

のご案内
　②出版物リニューアル新商品のご案内

２．一般社団法人ロータリーの友事務所
　�2018-2019年度版 ロータリー手帳お買い上
げのお願い
　　定価600円＋消費税　送料　1冊650円
　　�締切日：2月25日㈰
　　5月下旬出来上がり予定

３．第2740地区 ガバナー	 駒井　英基さん
　①�2017〜2018 国際青少年交換委員会
	 　委員長　藤山　英周さん
　�2018〜2019年度国際青少年交換学生
　（オーストラリア派遣）の募集について
　　派遣期間／１年間オーストラリア
　　　　　　　（2019年1月出発）
　　応募資格／佐賀･長崎県内居住者
　　　　　　　�2019年出発時15歳以上18歳6

か月未満の学生
　　募集締め切り日／2月28日㈬
　(佐世保RC事務局へお尋ねください)

　②米山記念奨学委員長 	 大家　和義さん
　�米山奨学生世話クラブ･カウンセラー依頼に
ついて（お願い）

幹 事 報 告

委員会報告
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木村公康会長ノミニー、大久保利博次年度幹
事、そして私、補助金委員会委員長黒木です
が、地区から福田金治ガバナーエレクト、
増本一也次年度地区幹事も参加されました。
　このように次年度の役員が参加したのも、
クラブが次年度の補助金を獲得するためには
重要なセミナーだからです。簡単に補助金の
システムを説明すると、クラブ及び会員から
ロータリー財団へ寄付した基金から50％が地
区の活動資金として再分配されます。例えば
地区から2,000万円寄付したら、そのうち
1,000万円が地区の活動資金になり、さらにそ
の50％、500万円が地区補助金になるので、
それを地区内57クラブがプロジェクト運営資
金のために申請して獲得するのです。実際に
は、今年度25プロジェクトに640万円の地区
補助金が承認されています。また、別に国際
的な活動のためにグローバル補助金も申請で
きます。
　セミナーでは、前半はこの補助金申請方法
の説明と、後半は今年度の地区補助金、グロ
ーバル補助金の活動の報告がありました。活
動報告があった8事例はすべて国際活動で、そ
のうち7事例は医療関係でした。肺癌の研究で
アメリカ留学、乳癌の研究でオランダ留学、
マラリア感染研究ではイギリス留学、あるい
は口蓋裂の治療と肝炎の予防･啓蒙のためモン
ゴルに派遣された話、タイでの水質調査や衛
生指導等、非常に優れた研究や活動でした
が、医学の研究レベルの話は難解だったと思
います。
　一方では、昨年度の佐世保クラブの「愛の
お米事業」など身近な活動もありますので、当
クラブでも次年度の活動で補助金申請を企画
する場合には、3月中に申請が必要です。
　どうか、皆様からも良い案があれば、ご協
力をお願いします。

■ローターアクト委員会	 安福　竜介
　2月8日㈭開催予定の例会は、
長崎国際大学の食堂に会場変更
になっております。
　2月24日㈯開催予定の役員交
代式は、会場未定となっており
ますので、決定次第ご連絡します。
　多数の皆様のご出席をよろしくお願いします。

	 親睦活動委員会　安福　竜介
長崎RC	 壹岐　　正さん
　本年も宜しくお願いします。

長崎西RC	 西　　義光さん
　NCC川添会員をよろしくお願いします。

富永　雅弘会長、坂元　　崇幹事
池田　真秀副幹事、筒井　和彦さん
米倉洋一郎さん、岩㟢　友晴さん
増本　一也さん、廣瀬　章博さん
安福　竜介さん、谷川　辰巳さん
円田　浩司さん、高畑　和憲さん
福田　金吾さん、古賀　　巖さん
大神　吉史さん、川添　秀則さん
西田　勝彦さん、木下　貴夫さん
前田　恭宏さん、大久保利博さん
橘髙　克和さん、梅村　良輔さん
中川　知之さん、有薗　良太さん
平尾　幸一さん、福田　金治さん
　中嶋　徹さんの卓話に期待してニコニコし
ます。

『日本生命の社会的役割と
  高齢化社会への対応』

　    会員　中嶋　　徹さん
　（日本生命保険相互会社
　　長崎支社佐世保地域担当支社長）

　本日の卓話は、弊社の社会的役割の紹介、
高齢化社会への対応の2点をテーマにお話し
致します。
　日本生命の保有契約高は166兆9271億円（H27
年度末）と、日本の生命保険会社の中でもトッ
プです。平成28年度に日本生命が全国のお客様
にお支払いした保険金・給付金・年金の合計は、
お支払金額2兆5,136億円、件数は949万件、H23
年東日本大震災の際にも約500億円のお支払い
をし、大変お客様のお役に立っております。

ニコニコボックス

ニコニコボックス	 本日合計	 　28,000 円

	 累　　計	 743,000 円

◇

卓　　話
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クラブ会報委員会 委 員 長　筒井　和彦　　 委　員　田中　信孝 ・ 中川　知之 ・ 西田　勝彦
副委員長　德川　晃尚　　 　　　　木下　貴夫 ・ 中嶋　　徹 ・ 川添　秀則

（今週の担当：西田　勝彦）
（カメラ担当：筒井　和彦）

　次に、社会全体が抱える課題についてお話
し致します。 
　最も大きなそして構造的な課題は『高齢化
社会』です。 現在日本は急速に高齢化が進ん
でいます。65歳以上の高齢者人口の割合は、
2015年では約3.7人に1人に対して、2060年に
は約2.5人に1人になると予想されています。
ちなみに今から約60年ほど前の1950年時点で
は、高齢者の割合は20人に1人でしたので、
高齢社会が深刻化していることがわかります。
　日本の総人口は今後、長期間にわたり減少
します。2015年に1億2,709万人でしたが、
2053年には1億人を割り込み、9,924万人にな
ります。2060年には、9,284万人まで減少が予
想されています。
　一方で、高齢者の方について、『平均寿命』
はあくまで『平均』ですので、実際に亡くな
られる方が多い年齢とは異なります。実際の
死亡数のピークを見ると、男性は86歳、女性
は92歳となっています。さらに、男性の場
合、約5人に1人が90歳、女性の場合、約5人
に1人は95歳以上長生きするというデータが
出ています。
　日本の公的年金制度について、1950年には
12.1人で1人の高齢者を支えていましたが、現
在は2.3人で1人の高齢者を支えており、2060
年には1.3人で1人の高齢者を支えなければな
らないと予想されています。「少子化」で支え
る人が減り、「高齢化」で年金を受け取る期間
が長くなると、年金制度を維持するために、
年金額の引き下げや支給開始年齢のさらなる
引き上げも予想されます。また、平均的なケ
ースで、現役世代の所得に対して受け取る年
金の実質的な価値が約 2割減少するとも予測
されています。 
　セカンドライフについて、平成27年時点
で、男性はおよそ19年、女性はおよそ24年も
あります。
　また、年々セカンドライフは長期化してい
くことが考えられますので、 公的年金や退職
金だけでまかなうことが難しい時代、長期的
な視点で老後資金を準備する「自助努力」の
必要性が高まっているのです。

＊2月  例会卓話者予定＊ 

２月21日　第67回創立記念日例会
　　　　　会員卓話		  松本　英介さん

２月28日　会員卓話		  赤木　征二さん
（JR九州ハウステンボスホテル㈱　代表取締役社長）

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊

日時／2月20日㈫（テスト期間中の為）休会

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊

日時／2月24日㈯　11:00（食事）〜　〔予定〕
　　　役員交代式
会場／未定

＊�西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、
メークアップにもなりますのでご活用ください。
＊�RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認を
いたしますので、事務局までお知らせください。

　そして、老後資金を準備するための方法の
１つに、貯蓄性のある保険に加入する方法が
あります。たとえば、個人年金保険に加入す
ることで、公的年金プラスアルファで年金を
受け取ることができます。個人年金保険に加
え、一昨年度、業界初となる長寿生存保険も
販売されました。この商品は長生きする人ほ
ど得をする「生きるための保険」となっており
ます。「長生きのリスク」への対応です。
　最後に、弊社の取り組みについてお話し致
します。過去(H18年)、生保業界全体で、保険
金・給付金の「不払い問題」というものが発生
しました。お客様の請求に対し、他にもお支
払いできる金額があるにもかかわらず、お支
払いをしていなかったという問題です。その
際、弊社では社員総出で、過去の支払履歴を
1件ずつ診断書と照らし合わせ点検し、正当な
支払いを行いました。その後、年に1回はお客
様を面前訪問し、契約内容をご説明する「ご契
約内容確認活動」をスタートさせました。
　これからも弊社は「すべてはお客様のため
に」をモットーに取り組んでまいります。


